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慈善から福祉へ

九十年通史i曇灘撫・鯛・

「慈善事業」からはじまった我が圏の福祉の歴史の中で」

その時代ごとの社会変化に応じて組織の態様を変え、福

祉の推進に役割を果たしてきた全国社会福祉協議会。

　本史料は、本会の前身である中央慈善協会が明治41

年に発足してから数えて90年という節［1を記念して作成

したものです．

　生活困窮者の救済、社会事業の組織的拡大、福祉政策

充実への1量三！家的な取り綴みなどを経て、現在のr利用者

のサービス選択」や「サービス提供者との対等な契約に

よる魯、1祉」をめざすまでになったわが国の福祉の歴史的

動向と、その情勢を敏感に反映しながら変遷・発展して

きた本会の歴史を重ねながら編纂。

　わが国独自の撮間社会福祉の歩みを知るLで必読の

需です、
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魎）平成15年度の生活保護
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［別紙1］平成15年度生活保護基準改定の概要
（1級地一1）

，編鰯・．
緯勲躍灘，馨 　鑛獺難麟難 備

【標準3人世帯基準額】
円 円 33歳男、29歳女、4歳子

1　生活挟助基準 冬季加算（W区×5／12）を
〔11賠宅α類磁2頻） 含めた額を10円単位で

標準3人徽帯 163970 162，490 表示
（2）期末一時扶助費（履宅〉 14β40 14，210

【加算等】

妊産婦加算（妊娠6カ月以上〉 13，970 13，840

老齢加算
70歳以上
（居　　　　宅）， 18，090 17，930
（入院・入所）　・ 15，060 14，920

母子加算
（居　　　　宅） 23，520 23，310
（入院・入所） 19，600 19，420

障害者加算
障讐等級1・2級
（居　　　　宅〉 27，140 26，900
（入院・入所〉 22，580 22，380

電度陳警者加算 14，610 14，480

重度障害者象族介護料 12，250 12，140

重度障害者他人介護料 72，200以内 70，730以内

介護施設入所者加算 10，000以内 9，910以内

糠宅患者加算 13，440 13，320

放射線障害者加算
彙傷又は疾病の状態にある者 43，290 42，910

鋲傷又は疾病の状態に該当し 21，650 21，460

なくなった者
兇轍養脊加簾
第1吊、第2子 5，000 前年度同額
第3解以降1人 10，000

介護保険料伽算 保険料の実費 保険料の実費
人工栄養費’ 12，060 1三，950

入院患瀞1藁用品費 23，410以内 23，200以内

介護施設入斯瀞基黍生浩費驚 10，000以内 9，910以内

入学漁備金
小　学　校 39，500以内 前年度同額
中　学　校 46100以内

2　像宅扶助基準
㈱　家賃間代等 13，000以内 前年度同額
（21住宅維持費 年額121，000以内

3　教育扶助誌準
小　挙　校 2，150 前年度同額
中　崇　校 4，180

4　出産扶助蕪準
屠　　　密 193，000以内 204，000以内
施　　　　設 149，000以内 前年度「司額

＋入院料
5　生業扶助基準．ド
〔工）生　樂　費　ド 45，000以内 前年度同額
②　技能修得費、唱 63．000以内 64，000以内
（3）就職支度費 31，000以内 前年度同額

6　葬祭扶助基準　ド 189，000以内 前年度同額 大人の基準額
7　勤　労　控　除
①　基礎控除（上限額） 限度額33，560 限度額33，260
（2）特別控除 年額152，600以内 年額151，200以内
131新規就労控除 10，600 前年度同額
（4）来成年者控除 11，700 11，600

（51不安定就労控除 8，000 前年度同額
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唖D平成15年度の生活保護

［別紙2］　平成15年度生活扶助基準（月額）

標準3人世帯【33歳男・29歳女・4歳子】

．騨藤灘
繊灘欝，繊、

黙轍1蝶度 ．黙雛灘襲 講麟i唱　　　難購

1級地岬欝 100．0 163，970円 162，490円

99．1

1級地一2 95．5 156，590 155，190

2級地一1 91．0 149，200 147，870

2級地一2． 86．5 141，830 140，550

3級地一1 82．0 134，460 133，240

3級地一2 77．5 127，080 125，940

（注）冬季加算（W区×5／12）を含めた額を10円単位で表示。

［別紙3］　最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、　4歳子】
．綴騨 　　　　羅

灘灘轟
鰻
・
類
麗

鯵級地劔 2級地繋
防　　写唱 麹懲2

世帯当たり最低焦潜糞
　　　円
180，490

　　　円
173，190

　　　円
165，870

　　　円
158，550

　　　円
146，240

　　　円
138，940

婁難活扶助
　　　第　1　類

　　　第　2　類

162，490

107，100

55，390

155，190

102，290

52，900

147，870

97，470

50，400

140，550

92，640

47，910

133，240

87，820

45，420

125，940

83，010

42，930

撮童養育加算 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000

住　宅　挟　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

（注）　1　第2類は、冬季加算（VI区額X5〆12）を含む。以下「司じ．

　2　就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る水準としては、生活
　保護の基準額に控除額を加えた水準となる。以ド同じ．

2．夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、　9歳子（小学生）、4歳子】

韮撒地慰、・ 撫鍵灘 灘轍地織 2級地罵2 ．餐級雛鱗 3級地一2

世帯顎驚鋤最綴盤潜費
　　　円
224，130

　　　円
214，970

　　　円
205，770

　　　円
196，590

　　　円
182，410

　　　円
173，240

講難繊助
　　第　1　類
　　第　2　類

203，980

143，620

60，360

194，820

137，170

57，650

185，620

130，700

54，920

176，440

124，230

52，210

167，260

117，770

49，490

158，090

111，310

46，780

、撮童養育加算 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 5，00D

ド教　育　挾　助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

住　宅　扶　助、 13，000 13，000 13，000 13，000 8，00D 8，000

3．老人1人世帯【68歳女】
購診

簸継灘獅み蝋
熱辮地㎜2Pド 2級地一1 2級地一2ド ド醜獺議． 3級地一2

．灘轍勧最低生活費
　　円

93，980

　　円

90，330

　　円

86，680

　　円

83，040

　　円

74，400

　　円

70，760

生　活　扶　助

纂雛
80，980

36，170

44，810

77，330

34，540

42，790

73，680

32，910

40，770

70，040

31，290

38，750

66，400

29，660

36，740

62，760

28，030

34，730

伎　宅　挟　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000
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4．老人2人世帯【68歳男、65歳女】

議灘隷i 雛雛
　潔猟漁
2講驚2 灘購灘麟繍

世帯当たり最低生活費

　　　円

135，180

　　　円

129，680

　　　円

124，170

　　　円

118，700

　　　円

108，ま90

　　　円

102，690

生　溜　扶　助

　　第　1　類

　　第　2ド類

122，180

72β40

49，840

116，680

69，080

47，600

111，170

65，820

45β50

105，700

62，580

43，120

100，190

59，320

40，870

94，690

56，060

38，630

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

5．母子3人世帯【3Q歳女、9歳子（小学生〉、再歳子】

、再協 翻驚22犠鱗講 ド辮… 締縣雛 3灘墾2

世帯当たり最億1籍鷺

　　　円

204，260

　　　円

197，120

　　　円

188，200

　　　円

181，050

　　　円

167，170

　　　円

160，020

駕　活　挟　助

　　第　1　類

　　第　2　類

158，960

103，570

55，390

151，820

98，920

52，900

144，650

94，250

50，400

137，500

89，590

47，910

130，350

84，930

45，420

123，200

80，270

42，93Q

母子加算
児童養育加算

25，150

5，000

25，150

5，000

23，400

5，000

23，400

5，000

21，670

5，000

21，670

5，000

教　育挟　助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

住　警　扶　助唱 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

6．重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

雛讐1襯鞭 撫騨 辮難23級麟雛i
　鍵綴裁響
。
鞍

世帯当たり最低生活費

　　　円

192，580

　　　円

186，910

　　　円

179，350

　　　円

173，690

　　　円

161440
　　　円

155，470

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

126，060

76，220

49，840

120，390

72，790

47，600

114，710

69，360

45，350

109，050

65，930

43，120

103β70

62，500

40，870

97，700

59，070

38，630

障害者加算

重度障害加算

重度障憲響
家族介護縦

26，900

14，480

12，140

26，900

14，480

12，140

25，020

14，480

12，140

25，020

14，480

12，140

23，150

14，480

12，140

23，150

14，480

12，140

住　宅　扶　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000
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魎）平成15年度の生活保護

紹飲晶入故耗窺璽整藷羅鯵携資齢お　難
　　　　　　　　　　　　　業営

え羅魏驚騨保二豊鋸
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り
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　法るす障給カミ分支限し

簸勇翻そ鱒鵬

歓開舗哲羅舗平ω改四茗麗1灘鰭皇保三妻
塑簸誰陣製獅梨講嬬韓裂韓麟縮
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的指施訓労せ護利概あ
鱒齢簸魏要灸
施を員又　活退の
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灸所関綱対り、自所
　婁　　わ中象　立事
　　らの者か生業
　をず事でつ活」

置
に

つ
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て

露誘護員
こにで五十
ζ越あ割名
が　る以以
で下力1内上
き限　の
るを特範か
よ五別囲つ
う名なと実

蘂　がく性るの
　営一のが設
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笑る以る本を
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F㎜『

　　　　＿　　　　　　　　　　　　導う生
え活現基
で鯖建
施の保
行適護
霧羅
監運を

た保る
すす≧
役る

録監
　査
　に
　あ
　た
　つ
　て
　の

辮
響

灘
舗
踵
て活

認にのいけ号るるに
を地九てら）法たっな
受方にはれに律めい調
け分定地てよ鼠のて

馨灘鰹鰐鞭

監
査
方
針

あ地保まに道　て理決生　な査なては祉が続　割
る域護るお府こいが定活そつ察現は重事的く近は

蜷祉やあ甕鞘饒難麗保駿一聡顯轟

備因景て査事た　生ななの　な験ら体制曝決加て

凝躍礁鰐課継留鶴鍋騒楚糧
暫譲鶴喜騰自硅纏萌糠驕粥蓼諜
して割おいる確に確も保なら本員祉うに上通関確
てのにけてな保行なKに運か貰に事よ即のじすに
の指応る十どにフケ　つ営にが対務うし課てる行

繕華鱗麟翻雛鱗雛号1

特
集
■

罵饗＿
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魎）平成15年度における生活舳旨導監査方針

で度い・日にr生　　 二そま　導めと各題咳相る題社す　れ

　重で通2平法施・　点務　当以は　援連祉明帯てまい反助別願

り年て会五施鱗　　 共踏指き等騨よ接い問の対

病所関要に病　　イてと係各うが　せ点つと権切す趣　　ア11）

　ま事融に適成　の　つ所祉委る情ζ者逐果る護た説度
福之務機必正　　　　い等関員よ報　任次にとの懇明の

て第麺金査調活魚当四負告貴度殺願童　の　ウす先た　るい祉

饗　調力　底スとが　陸保す時るしよはの　定係と挙を者て
　査調　をにも適的運有る点不’う　’よ　に先も証提には就

篶豪蟹簾號藝謹難寧灘難憲辱黙璽
　て底　うは有わ握のに導てつ慎る関産　よを要のよは就と

ら務　鎚鶴犠駐響幣①奮す翻脚1、とれ

董奪　　Llfe　and　Wefare　20035



困も把ケ訪　み処とたるあ行ス　　（ウ）の官　実隣入帯の指に転
難K褥1問しら遇な頃実ゑつに処活　確公ま地市　構可導対出
ケ　　ス調たれ方り　態規て対遇動処認署起嬉区資成否すすし
1自検の査がゑ針ケ処把　いレ方等遇を等　調町産　をるるた
ス立討生活つ　と1遇握処く　針の方行へ居査村等職照と調子
等助し活動て　しス方や遇かど嫉推針うの販すにを業会と査や
騒榛裁轟雛微蟹現進雛曇縣種輔離錨

櫨鉱簑ま鵠難勧騨問こに厨こ又恥・のス遇とにりずが等触なで萄墾鯉ミ限縄籍奨

年す生てと員嫉訪る訪つの稼る調にこと間査　なサ態等多るで

　　額巽誌憂幕露蛙葛葛縫勇選葱新学肇簿9藷蒔

覇劉難麓編鰭な課鮭聯馨こ解欝欝就指
友を逸　職習対ζ導等よに調て況を徴しレにの導の就保能労導
誌畜擁難講態講驚難鮮叡慰柔闘労鄭総

髪麟鞭離藷郷紹驚藤謬誕麹簸讐鷺
藝横灘嬰騨議鞭饗雛鞍穫麟縮議

鶴っ告輸鷺購録む平（才）騰霧な雛欝講薯餐

綻麟擁欝審賑駿耀爺麓榎億翻獲饒

Lfe　and　WeIfare20035璽2



魎）平成15年度1こお1ナる生活保護指導監莇針

二要確　要占護　　　な受関査’　す課らの各すに申税も　る

　ウ　　　　　　イ　　　　　　　ア（3）　　　イ　　アす福1

レ正　を’療状に保　疋見鑑す当おの適　びビ者　等い　用の
セな
プ支
ト払
点い
検の
をた
全め

図就養態’護

鑑難膓
っ導態保プ病

儲鮭羅
す療握上常を

藻覧◎擁
鰹孫轟舗
事躾懇縫覆

社ス世

施デい
策イて
等サ’

にる
よ世
る帯
介に
護つ
サい
1て

をよ

瓢
櫓
雛

、思　に　要　　　　さ　障理　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　ェ

鶏縷聾誘綿茗難灘勝魂蠣宅馨墜騨謹
誘撃藁饗麓嘱難縫皐
’待ビ状と適びい営　にびのに対日

擁誰。蹴確贈御魏
活る利あ　運に分保　れに護て医え
用と用る　営支に　　る係者は療て

。切被上はに
壱こ　イ呆　　、　　、弐寸

行護具主す
雛離垂
る対な訪正
よす処問受
うる遇や診

の義行つ’
協がうい過
議生とて誤
等じとはの
をたも’認

すに診なれ

職製現人　　1イ〉導職の察に保．確や置つて現支　　（ア）ア（5）いを

向る導浅は
上こ員い’
をとが職毎
図か一員年
るら定やの

讐
空
の

すを足いが正こきと担相配査務 つ
い
て

の

のう手
莚露
　。～
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籔っ携聯騨謝査篠臓瓢妊1皇鵡唖ま襯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻協霧な健

藩諫勢罪繭雛鍍舞賢灘亥
ルりて　問の年ががわを揮　こ組が具積等
を込r　題決金行現れみさ　ζむ一　極に
讐　ん査　点定等わ業てるれ　　体体査的つ
　だ察　が実のれ員いとて　　制と察にい
　　　　　　　　　　、

に点　も　問所イ固

取検磧題が別
晶棄筋鱈
む等題是るス
よに事正問検
毒螺難鑑

講鎌毅

取
り
組
む

考
塩
葛

怒麹饗擁囎齢駿講都監三葛堂撃難袴

縫婁纏縫羅縫餐鰭繕耀馨ζ熱饗
　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　ア〔11

所大とた過後果耐　あ指思て所査性　能の員　のみ祉く活お

Llfe　and　Wefare20035餐4



唾動平成15鞭［こおける生活保言蔓指導監莇針

のい　　㈲導的対題在て　継監改咳的問別監　め題研に　あの
福わ被指　のにしのを曝さ続査董　な題ケ査まる意究つっげ整
鵯鯉縫概勧轟黙蔀難爆な吉轍袈諜

慰署雛纈麟議麟畷ζ肇蓮難無
状国の　　　指率に問所し　　認隆よ体　個導　深問の等　を

のう不祉の　　点倭る務
やな祥事発ごと　国所
福こ事務生留し前が並
籔鎌堕翻聾欝
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鞭霧讐壽雛
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　　　　　①　　1
査指お開談　進驚
の導げ始■保　実保ド
徹及る段申護　施護
底び助階誇の　のの・
　調貫に　相　推適

　（61　　　　　　　　〔5）　　　（41　　　（3〕　　　（21　　　　　111　1

部制健うい把定行れ職相が福生生る他握生め保わる保面
員談と祉活活力き法さ活る護れよ護接

て果
いが
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にP病のr　さ等け
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別
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　　　　　　　〔4）　　　　　　　13）　　　　　（21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α1　2　　　171

　　イ　ア認い命　ウイ　　ァるるる　き　把の　扶定て要介令病病本　徴　係　事　挙自　資保疏保
　　　ま握居扶養申介介護等状状人法取受先保務ま証動保産護　護
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で又わな能職生状び護状状るさ
きはれ場力業別況指サ態況角れ

の義在　る　義務に保又険活が握周63れ要会申等’料等のの始
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魎D平成15鞭こおける生活保護指導監莇針

　　　ア　　　12）
収底務　推指中
入及の権進導に保
のび周利　援お護
把資知　　助け受
握蔑徹義のる給

　　　　　②
　　アさと
　（カ　れ判就収溌
証　稼て断労入
明収働いさ可の
書入収るれ能把
等申入かたと握
挙告の
証書把
資は握
料’
は毎
添月
付徴
さ取
れさ
てれ
いて
るい
かる
。か

そ
の
際

給
与

口被判
保断
護さ
者れ
にた
つ被
い保
て護
は者
定に
期つ
的い
にて
収は
入毎
申月

書就
が労
徴困
取難

　　　　　（1）2　　　　1
イ　　　　ア　　が　適
　評　　係　資資図ま時被権
資価特ま先資産産らた適保利
産替侵起調産の及れ’切護’
活え　　査＿把びて世な者義
用の処資等不握収い帯指の務
に時分産に動
つ点価のよ産
い　に　イ直　申　り　　’

て併が告的預
のせ大内確貯
指てき容に金
導評いに確’
又価と変認生
は額認化さ命
指がめはれ保
示的らなて険
は確れいい等
適にるかる）
切把不。かの
に握動　 o申

行さ産　　止
われに　　内
れてつ　　容
ていい　　 は

いるて
るかは　　関

把
握

入る構導権の
のカま成が利周

’行’知
収わ義徹
入れ務底
等てに
のいつ
変るい
動かて
に。高
伴　保
う　護
屈　の
出　し
義　お
務　り
の

周　等
知　に
徹　よ
底　り

　（21　　11）3

遇　が童　　　　オ
に郡円相関関て除
つ　部滑談‘系イ系　い　対別

い福に酸部機る象世
て祉行　員関者親帯
町事わ公　等に族に
村務れ共民と対’お
と所て職生のし給い
のにい業委連て与て
連おる安興携’の健
携いか定　　必扶康
はて。所保　要養保
十は　 ’健　な手険
分’　医所　扶当等
図高　療’　養等の
ら齢　機身　援の被
れ者　関体　助対扶
て及　 ’障　が象養
いび　介害　行者者
る身　護者　わ等’
か体　機更　れと税
o障　関生　てし法
　害　等相　いて上
　者と談る認の
　等　の所　か定扶
　の　連’　。さ養
　処　携児　　れ控

か

　　　　　　イ
・の調画のた実
．推査的樹処．態ケ
推活な立遇に　1

　・動・訪と方即ス
　等聞舞針しの

2ゆ　③　②　　　　　（111　　　㈱　　　　13）

　　なケの個らさ　宜の　等格　　　　　イ訪処さ処1処活々まれれ処処見深扶扶のまに一年1ウ1　　　　㈲　伊）入　　　（イ）
問遇れ遇ス遇用の旗てた遇遇直浅養養受典つ定金　と　に要　年　の稼必動
格方て方診困等ケ　い実方方し　義能給　いの等仕なまよに年金収把働要日収
付靴い針断難を1多る態針針を過務力資一て年の送つたり応金改入握収に数入
の漢るは会な踏ス様角をはの行去者調格定確齢受りた
定ケ
　【
　ス
　記
　録
　に
　明
　記
　さ
　れ
　て
　い
　る
　か

か　■議ケまのな
。ケ等iえ実二
1でスた態1
ス組等適及ズ
の織に切びを
実的っな介抱
態にいも護え
の検ての保る
変討嫉と険高
化さ　な制齢
にれ関つ度者
即て係て等世
しい機いに帯
てる関るよ等
適かとかるの
切。も。介処
に　連　護遇
見　携　サ方
直　の　1針
し　上　 ビは
が　　’　ス　’

か査
つ活
イー動

分や
に病
評状
価把
　握
検等
討の
さ結
れ果
たに
上よ
でり
立把
て握

　　　　　　　　　　　　　’確接’定申
踏’設うのに査にの認に給額他通認保通告
ま訪定等状対のつ障さ達資等の算さ社険知書
え問　　況す実い害れし格嫉年老れ会金書は
　調　適等る施てのてたの　金齢て保等（適

切を扶
に勘養
実案能
施の力
さ共調
れ　査
て必は
い要’
るな被
力1者保

　に護
　つ世
　い帯
　てと
　はの
　’関
　適係

難客離羅釜膿窪鞭
さにかつ
れあ。い
てる　て
い者
るに　老
かつ　齢
○い　基
　て　礎
　　　年
　障　金
　蛍　　鱗
　基　の
　礎　受
　年　給
　金　資

把状受
握況給
さはし
れ的て
て確い
いにる
る把場
力言握食
　さ
　れ通
　て算
　いの
　る対
　か象

に給をカき務給等徴
所資挙取
　格証さ
保の資れ
険有料て
会無はい
社及添る
等び付か
の受さ。
関給れ必
係金て要
先額いに
調はる応
査’かじ
等必D’

入応’申
以じ給告
外て与書
＿事額及
年業等び
傘主）給
　等嫉与
保の　明
険関適細
金係切書
　先に等
補調行挙
償査わ証
傘はれ資
　行て料
仕わいの
送れる内
りてか容
等い。審
）るま査
のかた＿
収。’稼
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　〔3）

層

の稼
者働
の年
い齢

（11　1　　　　　　　　〔61　　　〔5）

　　さ　か　わ
就就れま。訪れ長
労労てた　問て期
阻阻い’　調いに
害害る早　査なわ
要要鵜期　結いた
因因　に　果ケつ
がの　ケ　はiて
的把　1　■ス来
確握　ス　査は所
に　　記　察なに

手巴　　　　　録　　　｝旨　い　よ

握　　 に　導かる
さ　　明　員。面
れ　　確　等　接
　　　に　 に　が
就　　記　速　続
労　　録　や　き
意　　さ　か
欲　　れ　に　訪
の　　　　報　間
助　　そ　告　調
長　　の　さ　査
　　　都　れ　活
生　　度　て　動
活　　決　い　が
習　　裁　る　行

か等

不た等接指帯れ険た的なに
在’適す導主て制’をい’
理民切べ援のい度多もカき長

　　〔41　　（31　　　　　　　〔2）　　　　　　　　　（1）　3　　　　　　　　（21　　　　　　　　　　　〔11

　す切行護　スる変　わ査てしを即’まる面な世わ保ま目は特角化訪訪れま活個い■図まし訪

由生なき助みる等様つ
を委対者がなかになて
確貝応の行魚
認措不わず
喋票欝必
家等と続い要
庭からくるに
内られ等か応
面もての
接’い場
を生る合
行活かに
う状
よ況
う等
努の
力聴
し取
てを
い行
るう

。は

訪
問
方
法
を

二こ

夫

。じ

て
世
帯
員
と

面
接
を

行
い

適

Qよ二訪

る1問介ズ調
護を査
サ抱活
1え動
ビるを
ス高行
の齢つ
活者て
用世い
等帯る
必等か
要に。
な対
指し
導て
援は
助’
が介

期
間
未
訪
問
又
は

計
画
に

比

実
施
回

数
が
少
な

い
ケ1

慮’査るケ必ケ
し訪活な1要1

を問間て≧動別る当る蔑て問
考は調い　ののカき該必　適格

■問動
訪格の
問付状
計基況
画準
をを
策踏
定ま
すえ
るる
等と
計と
画も
的に
に　’

実ケ
施1
さス
れの
て状
い況

ス性ス
のにに
実応対
態じす
のてる
変適訪
化切問
にな格
応も付
じのは
てと’
適なケ
時つ1
適てス
切いの
なる実
見力演
直

し　訪
が　問
行　調

要1当性ズた
がをつ
勘抱て
案えは
さる’
れ高稼
た齢働
も者能
の等力
とにの
な着活
つ目用

世要訪切付
帯の問に基
へあ格策準
のる付定は
指者基さ’
導’準れケ
援多のて1
助様設いス
のな定るの
必二にカ1実

態

訪
間
調
査
活
動
の

必
要
性
に

　　㈲
の防
推止不
進対正
　策受
　等給

援対る
助塗戯
のる1
推指ス
進導に

て義認的組ス選増
勤が等な織は定収

　（1）1　　　3　　　（6）　　〔5）　14）　　⑧　②　　1112　〔31　　　②
　　　けあ　　　行収　措　指　て　所　携　に　よ更　　設　措　要等　慣
ま収収たる自自まわ入稼置ま示稼の自等まは自把稼り生稼自置育置まにに傷の

鱗罐福諮憾縢肇騰毒お結毒難麗罷疏羅肇罐護
必告告的ス長長転い少力切指り力が助同求行助れ力的書力長　の切検検て理等
要内内かに選ケ職るな及に導徹の適の行人わのてのに　のの入母に診診は由
に容容っつ定1を鳶いび行指底活切た訪情れたい活行求活指所親行命命’に必
応にの重いケス含　者地わ示さ用にめ問報て磯る用わ職用導条にわ令令レ就要
じ疑確点て1のむ　に域れにれに行の等等い　物状れ活等状件対れに等セ労な

務あの指的’
先る状導に稼
等場況援評働
関合
係は
先’
調説
査明
をを
適求
切め
にて
行い
つる
てか
い　。

助価能
が検力
行討の
わの活
れ上用
て選を
い定指
るし導
か■す
o自る
　立必
　に要
　向が

指
淳
が
行
わ
れ
て

い
る

か

対のて従てつわ各ののる公
し賃いわいいれ種援収か共

務準
先等
調か
査ら
又み
はて
課’
税就
状労
況日
の数
調’
査時
が間

’金るなるてて貸助集
勤水力1い級のい付が提

場
合
に

は

保
護
の
停

廃
止
等

の

指
示
は

指る制行供
導喬度わ’

必
要
に

応
じ

文

等れ必
他て要
法いに
他る応
施かじ
策
の
活
用
に

つ
い

。た

公
共
職
業
安
定

o職
業
安
定

所
等
関
係
機
関
と

の

組
織
的
連

況て動自況等すて従にプし指
等い状立　がるいわよトて導
はる況を
’力奪申助

就　告長
労　書す
　　（る
求　毎た
職　月め
状　）の
況　の指
管　提導
理　出援
台　等助
帳　のは
で　指’
適　導自
切　に立

さ指
れ導
’は

適’
切地
に域
行に
わお
れけ
てる
い保
る育
か所
。の

勘就るなり点い援
案労力きい的検な助

場確’いが
合に主者適
に把治の切
曝握医塑に
　さ訪病行
保れ問のわ
護てー程れ
のい嘱度て
停る託’い
　か医就る
廃。協労か
止　議の0
等　 ’可

の　必否
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魎）平成15年度1こおける生活保護指導監莇針

　　　2
充継帯
実導に腰
諺難

　のる世

②

　　エ　ウ　イ　　　　　　ア
母の　等　て　　　（イ）　1ア）は
子協扶の高協年れ業　護　図要齢別等祉と調”正正蹴
世力養整齢力金て　傷サ高ら援者具の事し査分法受受
帯依義備煮を等いデ病1齢れ護’体適務て等析第給給悪
に頼務の　求のるイ・ビ者て世傷的切所取にさ63等簿質
対は者た障め受力1サ障ス等い帯病ななとりよれ条ののな

援い’のい
助るケ活る

瑛触羅
況　と図に
　　のらつ
　　日れい
　　常てて
　　のい　’
　　交る必
　　流か要
　　等。な
　　に　生
　　つ　活
　　い　環
　　て　境

す行にめ害て給
るわ対の者いの
指れし制等る可
導てて度が溌否

　　ス世用る
　　事帯が世
等　業に図帯
に　及つらに
っ　びいれつ
い　社ててい
て　会盛いて
検　福ホる介
討　祉1カ1護
し　施ム　保
　　設へ　険
関　等ル　制
係　のプ　度
機　活サ　等
関　用1　に
に　はビ　よ
対　図ス　る
し　ら事　介

（111　 〔21　　　　 1113　　　　2
　　対　務係把か　　　る
高個策福所先握ら不不まか不不

1害のがるの・指対し組るて及未原ケ
ビ者活い角二障導応てむ世いび然因1

1害援が取べ帯る法防分ス
ズ者助とりきのか第止析に
に世のら組問実。78を及つ
応帯充れむ題態特条図びい
じに実てべ点把に適り再て
’対

各す
種る
保指
健導
福援
祉助
施の
策状
等況
の
活
用

いきの握’用’発は
る問有に定ケ適防’
力漂羅閣螺纏
　あ検がなの指策等
　る討な訪発導　が

場さい問生援　行
含れか調原助　わ
　て等査因を　れ
再い’活が行　て
発る福動十う　い
防力き祉や分観　る
止事関に点か

9正正
受受
給給
にケ
つi

いス
てに
碇対

　す
法る
第措
78置
条
に

よ
り
厳
正
に

措
置
さ

れ
て

い

か由
　〔31　　②
　　　結　る
Pも再ま果毎奄
な三荏と年
くに　収
従わそ入課
わたの申税
なる後告状
い収の書況
場入処の調
合申理内査
は告状容等

　’書況のの
文のが照全
書提適合ケ
指出り，が1
示のに行ス
等指把わ一
の示握れ斉
措にさてノ、k
置対れい検
がしてるを
行ていカ1実
わ　る　施
れ正か　 し

て当。
いな　　調
る理　　査

　　3のの
確適医
保正療
　運挟
　営助

〔21　　　（112　　 〔4）　13）　　　　（2）　　〔1）1　　　　　　　　　13）
　察ま療　　が審　居　行介　援　指等　　　　　　イ　ア資　　ウ　イ　ァ
医指友養レレ行査同住医が護特助長導に被医し　体学　る　源要切　適　対
療導　指セセわは一地療図施には期等よ保療てま制校民焼関等援に児切子し母
費環病導ププれ行疾に機ら設’行入がり護扶い歳等等愈
の　状等トトてわ病近関れへ社わ院適的者助る　幅関委
適嘱の常はのいれでいのるの会れ患切確の受奄必広係員
正託把時’点るて’医選よ入的て煮にに病給
な医握活個検かい復療定う所入い　行把状者
支等－用別’
出に療でケ活
のよ養きi用
たり指るス状
頃適導状ご況
　時等態と
本レにとに
庁セ際な直
のプしつ近
胞ト’て6
容がケいか
点活1る月
検用スか程
分さワ
をれ1
除てカ
いい1たる　’

全か査

。度
は

編
綴
さ
れ

。る数機嫉必や院る長わ握はに
かの関　要介を税期れさレ対
o医と真な護余
そ療なに指サ儀
の機つ止導1な
結関てむ援ビく
果でいを助スさ
を受る得はをれ
踏診奄な行受て
ます
える
ー重

適複
正受
な診
受の
診確
指認
導

いわけい
場れてる
合ての入
をい在院
除る宅患
き角生者
　　活に
患　へつ
者　のい
の　移て

外て劃セす
来い　プる
患るそト指
者力この点導
の
実
態
を
把
握
し

必
要
な

指
導

結検援
果　助
に主の
葵治状
つ医況
き訪
藝問

指嘱
導託
　医
療協
養議

要い機’
に社関保
応会と健
q資の班
　源連
関の携各
係活　種
者用近相
にが隣談
ケ行住員
1わ民’
スれと医
へての療
のい協機
同る力関
行か等’
訪。に介
問　よ護
を　る機
要　支関
請　援’

係の護行童な供’親
部活甑わ挟指の適の
局用帯れ養導進切養
と状のて手援蹟な育
の況処い当助に指態
情
報
交

換

連
絡
調
整
等
は
緊
密
に
行
わ

れ
て

い

実
の
た

め

の
関
係

機
関
と

の
連
携
及
び
社
会

遇る等がつ導度
充発他行い援’

用
に

つ
い
て
の

指
導
は

法わて助子
他れ’が供
施て学行の
策い校わ就
のる等れ学
活な関て状

適

係い況
機る等
関かに
と

の

連
携
を
図
り

。間

題
の
あ
る

世
帯
に
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助施いみ給のにワ技助得が等さ’治適者者給て難’乎な
の策るて付技活1術のら週の竺マ療切日日付いとタ段
決の奄疑の術用力的要れ1配　ツ材に用用はる認クは

ω6　　　5　③　②　ω4　　（31　　②　　　　　　　　ω3㈲　　⑧

　　を見が門的前のウ　イア　術に適て医他求地医本効ケ的医判嘱嘱にあ施調入入　行歩　　て　　移移医的疑レ切の
療法めか療庁果1か療断託託申ん須整院院移わ行な移いま移送送療助義セにレ
扶他てらのへ的スつ扶を医医請摩　が患患送れ困お送る隆送給給券言がプ行セ

定活
に用
当及
たび
り関
㌧係

社機
会関
保と
険の
等連
他携
法の
が状
適況
用
さ
れ
る

も

義要的さ1意否る回置適サ料行品品’
の否助れ等艮及体程及切1給わ費費現
あ　言てのがび制度びにジ付れ及等物

に金1状

つの況
い決
て定
本に
庁楽
にた
対つ
して
技は
術’
的医
助学
言的

る処のい医聴ケがの活行等
も遇要る学取1確所動わの
の方請角知さス保内状れ施

識れ処さ勤況て術
のて遇れ務
研いにてを
修る当い行
にかたるう
当ロつカ1等
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魎D平成15年度における生活保護指導監査方針
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魎）平成15鞭における生活保言蔓指導監莇針
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に関
行係
わ先
れ調

oのの　’
開措暴
始置力
決が行
定行為
後わ等

　’れが
本てあ
∫丁いつ
へるた
の力言場

情　合
報　は
提

供　速
が　や
速　か
や　に
か　警
に　察
行　署
わ　へ
れ　通
て　報

連じされ件
携徴れての
で取てい厳
きさいる格
るれるかな

　　　　　12）　　　111　2　　　　　　　　　14）

　　　　嫉　照　 実ま的
　　　　　資会暴暴施隆か特
察立≧さ1的牽に力力水　つに
署更　れス確　よ団団準実継小
等生受　診に収り関関の務続規
関計給組断把入的係係維を的模
係画要織会握　確者者持中にな
機書件的議さ生にのケ向心確福
関ははに等れ活把ケ1．Lと保祉
と必常取でて摩握1スのしさ事
は要時り受い　さスにたたれ務
常に見組給る現れに対め研う所
時応直ま要な在てつすの修るに

体て角
制い
がる
確か
保。
さ
れ
て

い

o審
査
と
指
導
方
針
が
明

のいいる努や体お
生るて調力ケ制い
活かは査が1がて
実。
態

病
状

稼
働
状
況
等

　’さス取’
警指れ事ら保
察導て例れ護
薯のいのての
等状る研い適
関況か究る正
係　 。協か運
機　　議。
関　　会　が
へ　　等　組
の　　　　織
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会た
福め
祉の
施必
設要
にな

　点　てす　るる備連て　　の　たに査た五重のる確目安護

表毒絃這灘窪レ甥講諺蕪難雛護
　た　　　　画正ちの　　　　奥に　保灸査県る・つ運に
　　　　　　的なつ社　　　基別護のたた営係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

保処のる材塞員件の処充なれのと点適う配かな営査

社る運及の向を労い営
管
理
体
制
の

び充上図働て
そ実及る時峨
のにびと間
定努福との適
着凄利も短切
化　厚候縮な

圭指別〔1）二建搬轟離保一笙

係に別一等　 びこつ監運法四る　的皿
糞壁盤　嚢趨魏令翻　塞
ら妻保査　　　運よ助行つ通一監　　廻

編獄　　紫種魏雛
取係設特　　　図　一とのよ規

導防の体適お
す災安制正け
る対全のなる
こ策対確会運
ζの策立計営
　充　並事費
　実消び務関
　強防に処係
　化法入理通
　等令所及知
　に等者び等
　つに及内に
　い基び部基
　てづ職牽づ
　指く員制く

お申逢
けが填
るあが
間るあ
題とる
点きと
の　疑

（ウ）　（イ〉　　　ぴ）続善当特イ査監支地認設けす監の　アのに

に理繧　足い盈査ま行次　こい　に設確のだξ対　　る効
£雪懸蚕細
理が設施点のず
與あ運す的とれ
がつ営るかレか
あたにこつ　に
るこ不ζ継改該

ζ年こ一に保結桜　レ原
　にの回つさ果計則
箸蓉卓縫整震鶏専

　面実差　るなに実実全
　監地し実と施お施地て

こ果
ζ的
　な
　指
　導
　監
　査
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魎D平成15年度における生活繍旨導監査方針

指蔭な　（3）　　　　　　　　　　　　　　　（2）
壇施灘指弊奮特イ超蔑㌦茜騰蓋保ア指査（嘱

遣　を期　（2）指行れの関　（1）三　　　　 該次設嫉　（4）こ

す員こ置い　喬よ指認導設　　　　　場　とり、か保中
鱗ζ編　 ぞ魏塞　　　所茗当騰幣

　1
遇臼
の入
充所
実者

処

の入1
確所卜
保春適

処切
遇な

③　　 ②

　イ　ア　オエウ　イ　　　　ア
適　が　機　　　得　しの　人び
切車策機能ケ入処て処が検ま等所処遇
ない定能訓1所遇策遇行討たの内遇計
給すさ低練ス者方定計わ結’希生計画
食’れ下嫉処の針さ画れ果処望活画酸
を歩てを　遇処に薮はて等遇に態睦
提行い防必の遇基医いを計基度適
供器る止要進記づか唖る踏画づ等日切
す等かすな行録いっ　かまはいに常に
るはDる者管等たそ理oえ’てつ生策
よ’　たに理は処の学　た入策い活定
う必　め対は整遇実療　上所定て動さ
努要　にし適備が践法　で後さの作れ
めな保て切さ実に士策’れ定能て
て台　護適にれ践努等　定適て期力い
い数　施切行てさめの　さ切い的’る
るが　設にわいれて専　眼なる調心融
か確　の行れるてい門　　時か査理
。保　個わて奄いる的　必期。結状
　さ　別れい　るかな　要に1　果態
　れ　りてる　カ1。ア　に　　及’
　て　ハいか　　　ド　応ケ　び家
　い　ビるo　　　バ　じ1　入族
　る　りか　　　　イ　てス　所関
　か　計0　　　　ス　見会　者係
　　画　　　　　を　薩議　本及

…欝

（11な　意
　い施向施麟
処か設’設ド

Dの希の
管望処、メ．．

馨鞭
合重い
にすて
よる’

舗鵜
所慮尊魏
者が厳P

縫鑛
をてを
不い旨
当ると・
にかし
制。’蒙
限　入
し　所
て　者
い　 の・

列錆耀上（3境
琶離蓉婦警
経穫暗鱒
嚢稗騰藍等
指要五の措登
導　の条内鷹結
監　措の容が果
査　置規に講通
事　を定応じ知
項撃　　　にじらの
　　　基’れ事

れいが　 四る
窪　て実都　　こ
　は施道指と
　’し府導　o学
　別た県監
篶灘蚕
　るの都の
　様監市報
　式査丞告
　に結ひ等
　よ果中
　皇騨
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　　⑤　　　　　　　　（4）

アてエウイ　アコケクキカオエウイア　い入配　　　保に2　適　　さで　　に　かい　活ま　れ前　るり
排る所慮自身入さ当回入切給食れ保保食夕食」る新用た入てと検か’嗜必
泄発奢が力体浴れた以所な食器て管存事食事　か鮮が’所いな食。そ好要
の　の行で状にてつ上者入関類いさ食は時の　淫なな入者るつ嫉　の調な
自　状わ入態当いた行の浴係のるれ嫉適間時　安材さ所のかて　　結査栄
立　態れ浴にたる場わ入等者衛奄て　温は間　易料れ者身。い適　果’養
に　にて可応つカ1合れ浴のの生　い一で早は　にをての体　る切　等残所
つ　応い能じて　 ’て又確検管　る定食く　■　缶用い身状　かな　を食要
い　じるなたの　代いは保便理　海期べて家　詰いる体態　」時　献＿量
て　た粧者入健　替る清がはに　　間らも庭　等て発状に　ま間　立菜が
そ　排　に浴康　日奄拭な適努　ま（れ17生　のバ　況合　たに　に）確
の　泄　っが状　を　＿さ切め　た2る時活　加ラ　にわ　’な　反調保
努　及　い行態　設特しれにて　 ’週よ以に　エン　応せ　各さ　映査さ
力びてわのけにきて実い原間う降近食スじた職れす■れが　お　はれチ　る’）い施る　材）なとい　品の　た調　種て　る検て
な　む　 ’てエ　な入はるさか　料適配な時　　と　食理　職い　な食い
嚢菱鶴菱蓬奮∫粋。筆器ぞ嬰凱誇寒離茎灘
て　換　時粧は　2が週　い　　い方ないな　品食　たに　交ぺ　工適。
いが間行回行間る　て法さるつを事めな替原夫切る適　 わの事にか　も（れかて用がのつに則がにか　切　入　れ　入日少　　　　す冷て）い　い提　自て　よと　なな
　　に　浴　て　浴・な　　　　べ凍い　る　て供　助い　りし　ささ
ト行回い等祝く　　て保るかいさ具る実てれれイ　わ　数　る　が日と　　　　保存角　＿　なれ　等か　施食　てて
レれのか確等も　　存）　特いてのDさ事いお

（91⑧　　　　　　　　　　17）　　　　　　（61
　　　エウ　　　　イ　ア　　エウイ　ア　　オエ　ウ　　　　イ
家レ添　　へ医い嘱　適　医も　　　物　衛さ　　れ　に　いイ　慮　等
族クい入急の師る託施切定学のシ入起を入生れ夜おて便配まるレおがまは
とりに所病指か医設に期的と1所床着所的て間むい秘膳力擁む継入
緕誘齢駿篶黙難覇響離客纒解編嬬闘藷
携シて外場適医友か別れ康はて寝被替る被服免泄換　いさむ　し用て気の
にヨ配部合切に　れ’て診’い具服えよ服及　介時　てれっ　た者い’特
積ン慮へのによ個て入い漸適るののもう嫉び　助の　いて交　介にる保性
極のがの緊行る々い所る　切力1リ洗せ配　寝　及汚　るい換　助対か温に
的実な通急わ必のる定奄衛に　ネ濯ず慮季具　び物　者る時　やす。及応
に施さ院連れ要入か員　生行　ン等寝が節が　おは　にかに　トる　びじ
努等れ時絡てな所訳の　管わ　交は巻な’確　む速　対。は　イお　入た
めがての体い医者必規　理れ　換適きさ生保　っや　す　　　レむ　所工
て適い介制る学の要模　及て　は切のれ活さ　交か　る　入　誘つ　者夫
い切る添が免的身な別　びい　適にまてサれ　換に　院　所　導外　のが
るにカまえ整管体日に感る切行まいイるに処腸者等しプなかな　 ’備　理状数応　染か　にわとるクよ　っ理　　　の　のの　ラさ
　さ　入さ　が態’じ　症P　行れなカきルう　いさ　摘　プ 働た　イれ
　れ　所れ　行・時て　等　 わてつ　に努　てれ　便　ラ　きめ　バて
　て　者て　わ症間’　に　　れいて　合め　 ’て　等　イ　か　　シい
　い　のい　劃状が必　対　　 ’るい　つて　十い　が　バ　けポ　 1る

　る入る　等確要す　常かなたい分る適シが1のか　か　院か　看に保な　る　　に。い　衛る　配発　切　 1　行タ　確。
　　　時0護応さ医対　清か生か慮　にのわブ保
　　　の師じれ師策潔　的。が行確れルに　　　付　等てて’は　な　 な　な　わ保てト配
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唾璽）平成15鞭1こおける生活保護指導監莇針

　　2の生『
確活入
保環所
　境春
　等灘葬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪　（1①
　キカオエウイ　ア施イ　 ァ切　イ　　アる㌦霧罐認各輪居まぞ入騨縣あ翫翻蔚家譲捕入蝶
適イ理生嫉の居に室黙い所備参歳告更時所機応を墜ら族蝶所相
控轡欝爵鷲雛鹸縫獣携響鰐曙来継あ家篇潜

口保い’
守る給
点か水
検Q・及　配
び　水
危　及
険　び
物　汚
の　物
安　処
全　理
管　施
理　設

にれ所　 ’準が
ナるに　保にな
1よ力　温あさ
スう1　　つれ
コ配テ　換たて
1慮ン　気構い
ノレが等　 ’造る
がなが　採にか
設さ設　光なo
置れ置　及つ
さてさ　びて
れいれ　照い
’る’　明る
円か入　はか

安活き所い目’入のい付所会家連庭さ身対者
全環る者る標入所連るけにが庭携復れ体しや
　境体診か
快曝制断
適　が会
に適整議
生切えに
活にらは
で確れ’
き保て必
るさい要
広れるに
さてか応
’いoじ
構る　て
造か　実
　　　施
設　　機
備　　関
と　　の
な　　職

　’所’
。実者退が
施の所図
方心のら
法身際れ
等の及て
を状びい
決況入る
定等所か
しに者o
実つ処
施い遇
レて等

　検の
必討た
要をめ
に行磧
応い
じ’必

携鵜るつ長復を帰て状て家

窓働た状どで
口きつ況適き
をかてが切る
設け行適に者
置がわ切対に
す行れに応つ
るわて把さい
なれい握れて
どてなさては
苦いいれい’
情る場てる実
解か合いか施
決0’るq機
に　家か　関
適　族’　及

たい期帰図がい況適族
めてに後る期るの切か
ののわのな待奄変なら

化助の
等需相
に’談
つ援に
い助応
てがじ
家行る
族わ体
へれ制
のてが
情いと
報るら
提力きれ
供　て
等　い

　　3皮活’
籔髪
助の自

のさ又しも内境と備つの
箋鵠灘餐諺融箋
記い能行な作全て作配能
録る障わつ業管い業慮力
がか害れて時理る分が評

　　　　　　　　　　　　　（21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）　自

キ　カ　　オエ　ウ　イ　　ア　　カ　オ　エ　ウ　イ　　ア　立入　ク
　工　目た　　し　的　てた　授関　に　て　討　況　参作　救’所祉

講瓠難難難奇贈講儀辮誌憲講鰍欝響編懸
者な断直なの環の設に者奄総者設関箏連者奄にて障勘又進’を更等々がを

適
正
に

記
録
さ

れ
て

い
る

か

0者いい間はか担な価
にるるは適
対力1か入切
し　 。所に
　　ま者行
作　たのわ
業　 ’身れ
能　必体て
率　要的い
を　に状る
高　応況力1
め　じ等
る　てを
た　授勘
め　産案
の　科し

。はさを
　’れ適
入て切
所いに
者る行
のかい
身。
体　心
的
状
況
等
を
勘
案

理
的

更
生

職
業

合に関と業絡の
診対係十のが個
断し
会’
議個
を別
開的
催に
す更
る生
な計
ど画
　と
組実
織施
的方
検法
討を
が決
行定
わす
れる

分実行別
連施わの
携にれ状
が当て況
図たいの
らつる変
れてカま化
ては　等
い　’　に
る家　つ
カま族　い
　　　て

保
護
の
実
施
機
関
等

保
護
の
実
施
機
関

医
療
機
関
と

の
長
期
的
な

協
力
関

係
が

確
立
さ

れ

応い害案はの計回生への確有
じる者し作た画復施の状保す
て禰社た業めがし設援況さる

会適のの作又関助等れ入
復正内．£成は係がをて所

驚縁朧
策の時な適の
等と間さ切減
関なはれに退
係つ入て実を
諸て所い施防
施い者るさ止
策るのかれす
のカ1精

活　神
用　的
が

十　身
分　体
に　的
検　状

。てる
いた
るめ
かの

　。訓
ま練
た又

　’は

行考い者
わ慮るの
れしかた
て　’

い施
る設
な種
　型
　遠

　の
　特
　性
　に
　応
　じ
　た

。め
に

必
要
な
車

い
す

歩
行
器
等
福
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　　1　曇　第
の営’のの・祉2
確管施確’適、施’
立理設保証，護、雀
　体の　実運会，
　制運　施営編．

　　　　（61151　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）（3）　　　　　（21（11

　　イア　　　エ　ウイ　アれ　　基
の　　　施施　　計　　が　て直施づ管必入
運施施施設設ま労画職各行通い接設い理要所
営設設設長の歳務的員種わ所る処運た規な定
管長長長に職　管に研加れ事か遇営適程諸員
理がはの適員労理実修算て業
にや専資任越働等施はにい等
支む任格者　基施さ具見るを
障な者要が専準設れ体合か実
がくが件配ら法のて的う
生他確は置当関運いに職
じの保満さ該係営る計員
な役さたれ施の管鵜画が
い職れさて設諸理　が配
よをてれいの届は　立置
う兼いてる職出適　てさ
な務るいか務は正　られ
体しかる0に適に　れて
制てDか　従正行　るい
がい　　　事にわ　なる
とる　　　しなれ　どか
ら場　　　てさて
れ合　　　いれい　積
ては　　　るてる　極
い’　　　かいか　的
る施　　　　Qる　。　か
か設　　　　か　　つ

o施
す
る

施

に

あ

て
は

指
導
員
等
の
加
配

。職に切’規及
員必な経程び
等要運理越居
はな用規　室

　■帳が程整の
配簿な等備定
置はさ必さ員
基整れ要れを
準備てなて遵
にさい規い守
基れる程るし
づてかがかて
くい
必る
要力1
な

職
員
が
確
保
さ

。熱
備
さ

れ

当
該
規
程
に

。い
る

か

有

す健　シサ
る全い　　か
職なる他工
員環発の賃
に境　施の
よの　設支
るも　等払
適と　のい
切で　行は
な’　う適
運社　作正
営会　業に
を福　会行
行祉　計わ
う事　等れ
よ業　とて
うに　のい
努関　負る
めす　担か
てる　 が

い熱　適
る意　正
力き及　に
　び　行
　能　わ
　力　れ
　を　て

コ　ケ　 ク

　に　 に

D授処授比授
産理産し産
収さ事適事
入れ業正業
のてになに
算い係も係
出るるのる

　’カ1収と受
必
要
経
費
の
算
出
は

適
正
に

行
わ
れ
て

い
る

授
産
事
業

計
に

よ

り
適

正

入な注
　つ価
支て格
出い’
はる販
■カ1売

価
格
は

地
域
の
同
種
の
企
業

　2
員臼
の必
確要
保な
と職

の　　　　　　　　　㈹
充優エ　ウ　イ　　ア
実秀　て　越　て　そ
やな感い介　市いま施の
福人染る護適町るた設他
利材症猟機切村力き
厚を等　器に’
生安の　　行保
の定予　欝わ健
充的防　力れ所
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魎D平成15年度における生活保護指導監査方針
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な男れうのツり分うい越い所いいなるで近しつ家当犯存存
役ら獄言象プたににこいののい存自・所いたに時行奮在
割し　葉徴をい求思と単テ人廃テ登衰いの3子よ　声
やく役はと子とめわをK　た　　　がい人い供れ社明何
期あ人捉し供望るれ求　でちこでだ本子たいたば会で年奏

　前つでれしう応る思ち自人こ脱社　い論つ喧るKっ
　進て昼なましえ期つや明間うし会世だをけ嘩こ　け
　のし剛い玩たら待てんのはしたがのろさてのとこて
　たまにか　期れやいとこ一た行求中うれい時もうく
　めつ進ら社待な役ゑ生と人行動めに海　る倶少ある
　のたまタ会がく割　きでで動をる嬬　ド役　なる」・
　第のなメか嫌な分してあはをと役　　キ割日くべ逆
　一か鴨とらにつ担かい咳生とる割社　ツ分頃なきK
　歩を　単のなてにセき　きる奏か会　と担　いと
　か孝何純期咳し侮　た社らのが良か　す磧無だ押自

（縫襲賑韓隷慾奪擁島鋸離淳襲
圃隷鍛こ魑魏経騒箪膿騰蕊肇

がし兀と匿り、の五差こ数健在ゑ時で鷹まはす　　叩
少て気比　　二十しとで康で現代に　や八る
ないでべ現七～二ははあで嫉　な還　八十特
くたあて在土三歳顧とゑ若　生ら暦　十五養

鐸欝蕪旛蝕灘議年難

　ま　できの　も私　勝自筋ろきえ
　だ私ありで人　餐母手分をも写友妻
　十がゑに　のま　はにの受ろし
　分健
　あ康
　ゑで
　　璽
　　篭
　　る
　　持
　　ち
　　時
（　間憲
）　 は

　　　　　　　　　　　　ゑ解自庭をて漢血　入耳
　　　　　　　　　　　　　消由木過い　筋自つが
　　　　　　　　　　　は心に時のごないか分て遠
な元寿だ今’決寿けを藍動常身満間勢セいま祭のこく
る気命四のまめ命継加百作々1と足を牢　　o摂　健なな
時なは半母だてでい味つお　もす有　趣日　脳康くつ
間状決世のまいあでしてよ私活べ効ゴ味々徴梗状なた
が態ま紀年だ灸り、おていびを力きにルヘ　候塞態つせ
少がつあ齢兀　　り、　ゑ体評に成使7の規はをでてい
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りを具～所の務てあと携先独し機保月い医勤保内の
異図体三か管す連る地を機立て県関健かカミ療務健の　　保
なる的回ら轄る携ほ域推開し統にで福ら、・し師地健
ゑかに訪保が福を塑保進にて合よあ祉福茨福てさ友　　師
　曝どれ健異祉図　健すお存さつる部祉城祉いん福　　さ
　　のて師な事つ保推るい在れて保と部県の灸が祉ん
　各よいさる務て健進たてすては健なとで連　兼事｝

懸奨敷靴・嘩謙鋤瓠繋鞠鱗謙
　　が保　推で務導ら経の護につ　衛に師長だ　に
　新福健　進’所い礁験訪世もて早生’も会丸必出ま
　た祉師　でよにた　を問帯支い期面保務議　要席ず
　な二さ　き例はだ保活指で援盃対や育めにまにレ
　方1ん　る　ない護か導嫉い　応健所て出起応　市
　策ズを　と厚かて家しに　た知な康のい席　じ情町

雛鶴驕駕募講蔀麟鱗醤筥ヂ纏

二そで婦が活のに出どまが校難がさ　り
阜蝿のく人らの支と会Sうく高六ぱ持あなれ
ヱr関だ相0中えつつ福しい校年　なでゑr　る

　ら問知家命レ1えかテ　翼Dl4んた施ワ1追ぼ　まきよ1安
　れで咳族令　られラ四をケrに姿設1カいれHで　うスが
　寂あ　にのしれ痙ン尺広1一嫉をのヵ1込気さ調医にワあ
　し為受も陰か鷹　スrげス人　知中1がま力曳整療訪1つ
　く　け勝にレr役タ転てワ暮自つでは担れを　し　閲力鷹
　い長とるこ　転割ツ勤包1ら立て心H当牝失自てボ　1
　や年め関れ人勤をフLみカレヘい豊さに　り立くラきがO
　なのらわら事命こがに込1　のなかんな同　をだンめ担福
　時心れ裂の異令え担よんはの自　にがつじ杏しさテ細当祉
　期のてがf動Lて当り、でそ孤由K生施丸く院なつイかに事
　で綻いあフとはrを　くの独とさ活設　D寸が牝アなな務
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水脈執筆者　　（順不同）

厚生労働省社会・援護局

保護課長

　　　　　　　　　岡田　太造

社会福祉法人同愛記念病院財団
同愛記念ホーム施設長

　　　　　　　　　竹内　憲正

茨城県大宮地方福祉事務所
所長

　　　　　　　　　会沢　和男

社会福祉法人ベテスダ奉仕女母の家

いずみ寮施設長

　　　　　　　　　横田千代子

D喜血ヨ卿立剴Fr歩燃σ9動く脳S苗＃塁

2拝嘩ω乙學。季立宰弔甲η9姥
以耳⊇旧畢⊇⊇。虫一ω⊇割工蓄
　　　　　ヨ卿考苗（1塞1韻ヨD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨詰碁癖
　　　　　　　o毛軍Q豫コ畑目
勲耳立璽蕾鷺々e立㍗甲’膠1コ団陸

ヤ　　ε

q　　乙

黒番　急所を突いてから欠け限に
する好手順あり．5分で初段。

　　　　　　（出題・日本棋院1

瀞量韻葺睾辮

◎平成14年版働く女性の実情
　（2003年4月16日）厚生労働省
　http＝／／www．mhlw．go，jp／houdou／2003〆03／hO328－3a．htmI

　　　　　　　　　　　◎平成蛎隼5月三日から雇用保険の新制度がスタート！
　　　　　　　　　　　　　（平成15年4月25日）厚生労働省
　　　　　　　　　　　　h辻pl〃www．mhiw、goJP／toplcs／2003／G4／tpO425－1，htmi

i

◎一般職業紹介状況
　（平成15年3月分及び平成14年度分）にっいて（平成15年4月25日〉厚生労働宥
　http：”wwwmhIw．goJp／toukei／itlran／roudou／koyou／ippan／2003／03／lndex．htmI

◎高齢者活動促進システム確立事業の平成13年度活動事例集について

　（平成15年4月9日）農林水産省
　http＝〃www．maff，gQ．jp／www／press／cont／20030409press＿3．hセmI

本誌編集に関するご意見・ご感想をお

寄せください（FAX番号03－3581－9513

または、下記E－mailアドレスまで）。

生活と福祉（5月号）第566号

　　定価405円　塵
平成15年5月1日発行

　　　　　編集人　rl．1田　秀　昭

　　　　　発行人松尾武昌
発行所　撲会福笑　全国社会福祉協議会

〒100－8980束京都千代田区霞が関

　　　　　3丁目3番2号　新霞が関ビル

　　　　　電話03（3581）9511
　　　　　FAX　　O3　（3581〉　4666

E－mall　Ilfeandwelfare＠shakyo，or，jp

印刷所　共同印刷株式会社

◆編集後記◆
◆4月号より、前任者からバトンタッチをしました。『生活と福祉』
は今から1D年前に撫当していた業務でした。本誌への復帰というこ
とになります。今後ともよろしくお願いします．

◆さて、私と福祉事務所の関わりは、遡ること40有余年前。当時、

怪我をして指を全損した私のために父が身体障害者千帳の申請をし
たのが始まりでした。年を経て学生時代の社会福祉実習で、故郷の

福祉事務所に実習先をお願いしました。そこで実習担当として対応
してくださったのが、かつて私の身体障害者手帳の交付を担当され
た青田さんというベテラン査察指導員。青田さんからその話を伺った

ときは、世の中ってのは狭いものだな・．と巡り合わせの妙に感心
したことを覚えています。

◆5月は薫風の季節．子どもの頃、田植えを終えた早苗の田關を吹

き抜ける風が爽やかだったことを思い出します。でも、ここ霞が関
ではちょっと無理かな？とパソコンの前で考えていたら、古今集の
在原業平の和歌を思い出してしまいました。

　さつきまつ　花橘の香をかげば

　　　　　　昔の人の袖の香ぞする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤岡）
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要介護認定調査項目変更に伴う新様式に改訂1

新・居宅サービス計画ガイドライン
在宅高齢者の介護サービス計画のつくり方

●在宅版ケアプラン作成方法検討委員会編

●A4判／260頁●定価本体1，700円（税別）●2003年5月発行

匡］居宅サービス計画の位置づけと居宅サービスガイドライン

1．居宅サービス計画の位置づけと計画作成の手法

2．r新・居宅サービス計画ガイドライン」の特徴

　要介護者等の生活像を捉える／介護保険に対応する／在宅対応の計画

　作成用紙であり、施設サービス計画とも連続性を持つ／主訴をもとに生

　活での困りごとを明らかにしていく／エンパワメントを導き出す視点の導入

1．ケアマネジメントの目的

　要介護者等のr生活全体」の支援／要介護者等のr自立』「QOLの

　向」コの支援／要介護者等の「コミュニティ・ケア」の支援

2．二一ズ把握の考え方
　生活二一ズの捉え方／生活二一ズを捉える観点／生活二一ズから居

　宅サービス計画作成

3．「居宅サービスJ計画の必要性

　要介護者等のサイドから／サービス事業者のサイドから

介護保険制度下でのケアマネジメントの対象者・対象サービス／介

護保険給付とケアマネジメント／ケアマネジメントの機能

エントリー／アセスメント／アセスメントから計画作成へ／居宅サー

ビス計画の作成／計画の実施・モニタリング／居宅サービス計画と

保険給付限度額

アセスメント用紙への記入の方法／要介護認定調査項目の記入方

法／「居宅サービス計画書」への記入／「居宅サービス計画ガイドラ

ィン」様式の使い方のまとめ

1．介護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の提示について

2．主治医意見書

回事例
回r居宅サービス計画ガイドライ馳スメント観サービス謳講胤

『福祉の本　出版目録』
ホームページアドレス

http＝〃www，fukushinohon．gr．jp

◆これまで多くの居宅介護支援事業者で

　愛用されてきた「居宅サービス計画ガイ

　ドライン」を、要介護認定調査項目と制度

　の変更に伴って改訂。

◆介護支援専門員等現場関係者の意見を

　反映しっつ、アセスメントツールの内容に

　ついて、要介護者等の生活状況をいっそ

　う理解しやすくするため一部変更。また、

　要介護認定方法の変更に伴う修正を図

　り、現場での有効性と使いやすさに努め、

　さらに「エンパワメント支援」の考え方を

　中心に展開するものとしました。

◆制度変更に伴って解説部分もブラッシュ

　アップ。用紙への記入事例も大幅に増

　やして、わかりやすさをいっそう高め

　ています。
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